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●イスラム 

イスラム＝「神に絶対服従する」（≒神の正義を貫徹する）の意。 

唯一神（アッラー（アラビア語で「神」の意））が定めたシャリーア（イスラム法）に従う。 

開祖：ムハンマド＝最大にして最後の預言者。（神や神の子ではなく、あくまで人間） 

聖典：『クルアーン（コーラン）』および『旧約聖書・新約聖書』の一部（＝神の啓示）。 

 ＋『ハディース』（ムハンマドの言行スンナに由来する規範集）がイスラム法を形成 

∴ユダヤ教・キリスト教＝「啓典の民」と呼ばれ、 

     ３宗教は、唯一神信仰、偶像崇拝の禁止、聖地エルサレムを共有している。 

ムスリム（イスラム教徒）の義務＝①六信 ＋②五行 （それへの奮闘努力＝③ジハード） 

 

①六信：神、天使、経典、預言者、来世、天命の６つを信じること。 

    ※天使：神と人をつなぐ存在。ムハンマドも天使によって神の啓示を受けた 

    ※預言者：モーセやイエスも含むが、ムハンマドが最後かつ最大の預言者 

※来世：最後の審判。全ての死者が蘇り、一斉審査を経て、地獄か天国に行く 

    ※天命：神が定めた運命 

②五行：信仰告白、礼拝、喜捨、断食、巡礼の５つを実行すること。 

     ※信仰告白：「アラーの他に神はなし。ムハンマドはアラーの使徒なり」と唱える 

※礼拝：１日５回（夜明前・正午・午後・日没後・夜）メッカの方角に向かって 

    目的＞神の前に一人の人間として立ち、自らの弱小さを再確認する 

     ※喜捨：貧しい者たちへの寄付。モスク（寺院）が税金として徴収する場合あり 

     ※断食：イスラム暦９月の昼間は飲食禁止（夜中はＯＫ。老・幼・妊・病も免除） 

         目的＞貧しい者の苦しみを実感するため 

     ※巡礼（大巡礼）：可能なら、一生に１度以上イスラム暦 12 月にメッカへ巡礼。 

 

★イスラムの根本精神は何だろう？ なぜイスラム過激派は欧米でテロを起こすのだろう？ 

                                   

                                  


